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第４章 各教科・科目における「知的財産教育」の 

教材化に関する調査票 

 
 
４－１ 各教科・科目における「知的財産教育」の教材化に関する調査票 

 
第４章は、高等学校学習指導要領の普通教育に関する各教科、特別活動、総合的な学習

の時間を調査して知的財産教育に適合性のある箇所を抽出した結果を表にまとめたもので

ある。また、高等学校学習指導要領中で探索された箇所に対応する教科書中の記述も調査

した。科目については普通科高等学校で選択されることが多い科目を選び、教科書につい

ては原則として該当科目の現行全検定教科書を調査した。但し、検定教科書の調査期間が

平成１８年７月から９月であったため、平成１８年度改訂検定教科書（１９年度使用）は

文部科学省ホームページ上の教科書リストには掲載されているが、市販前という理由で発

注をかけたものの入手ができなかった。従って、平成１８年度改訂版の検定教科書につい

ては追加調査が必要である。なお、本報告書読者が追加補充調査を行う際の便宜を考えて、

下記ホームページに調査検定教科書リストを掲載した。 
http://t-kimura03.cc.yamaguchi-u.ac.jp/kyoucyosa.xls/ 

 
 高等学校普通教育に関する各教科は、下記１～１０までの教科を指す。本研究では、専

門教育教科は調査範囲から除外しているため、これらについても調査を進める必要がある。 
 【調査範囲の科目】 

１ 国語・・・・・・・国語表現Ⅰ・Ⅱ、国語総合、現代文、古典、古典講読 
２ 地理歴史・・・・・世界史Ａ、世界史Ｂ、日本史Ａ、日本史Ｂ、地理Ａ、地理Ｂ 
３ 公民・・・・・・・現代社会、倫理、政治・経済 
４ 数学・・・・・・・数学Ａ、数学Ｂ、数学Ｃ、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学基礎 
５ 理科・・・・・・・理科基礎、理科総合Ａ、理科総合Ｂ、物理Ⅰ、物理Ⅱ、化学Ⅰ 
           化学Ⅱ、生物Ⅰ、生物Ⅱ、地学Ⅰ、地学Ⅱ 
６ 保健体育・・・・・体育、保健 
７ 芸術・・・・・・・音楽Ⅰ、音楽Ⅱ、音楽Ⅲ、美術Ⅰ、美術Ⅱ、美術Ⅲ 

工芸Ⅰ、工芸Ⅱ、工芸Ⅲ、書道Ⅰ、書道Ⅱ、書道Ⅲ 
８ 外国語・・・・・・オーラル・コミュニケーションⅠ、オーラル・コミュニケーシ

ョンⅡ、英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング、ライティング 
９ 家庭・・・・・・・家庭基礎、家庭総合、生活技術 
１０ 情報・・・・・・情報Ａ、情報Ｂ、情報Ｃ 
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２４ 特別活動・・・・Ｃ学校行事、Ａホームルーム活動、Ｂ生徒会活動 
２５ 総合的な学習の時間 
 
調査票は４－２節にまとめられている。表の内容は、最左欄から、学習指導要領で規定

されている教科、科目名、学習指導要領の内容、当該内容が学習指導要領に記載されてい

るページ、該当箇所の学習指導要領解説、同じく内容展開例、教材例（検定教科書の該当

記述ページ）、これに対応する平成１７年度と１８年度に作成された指導案番号で調査票が

構成される。 
調査を行ったのは国語、地理歴史、公民、数学、理科、保健体育、芸術、外国語、家庭、

情報の１０教科であり、その教科にそれぞれ示されている５８科目である。 
 国語では、「国語表現Ⅰ・Ⅱ」のコミュニケーションの取り方、情報の収集、「国語総合」

の話す・聞く・書く・読む、「現代文」の社会や自然などで知的財産教育との整合性がある

箇所が見つかった。なお、昨年度調査と同様に「古典」「古典講読」では整合性のある箇所

は見つからなかった。 
地理歴史では、「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」「日本史Ｂ」で、世界の産業革命や

先進工業国の話、日本の明治以降の産業技術の発達、現代の科学技術やネットワーク社会

のなど多くの記述が見つかった。「地理Ａ」では記述は見られないが、「地理Ｂ」の系統地

理的考察で知的財産貿易収支等が扱われており知財教育との整合性が考えられる。 
公民では、「現代社会」で個人情報や知的所有権などに関するモラルや技術革新、国際社

会での経済活動。 「倫理」で知的所有権の保護や情報機器の利用モラル、技術革新と諸問

題、「政治・経済」で、国際協調と知的所有権、知的所有権の保護や情報モラルの確立、情

報活用、ベンチャー企業と産業分野など、直接的に知的財産と関連する多くの項目が見つ

かった。 
数学では、「数学Ｂ」「数学基礎」に数値計算のアルゴリズムの理解、コンピュータと２

進法、バーコードの仕組みなどがある。「数学Ⅰ・Ⅱ・数学Ⅲ」「数学Ｂ」「数学Ｃ」では見

つからなかった。なお、基礎数学の該当部分は最終的には「数学Ａ」にも転用できる指導

案で表現されている。 
理科では、「理科基礎」に、自然認識、科学の成果・課題、人間生活とのかかわり、「理

科総合Ａ・Ｂ」に、日常生活と物質、人間と地球環境。「物理Ⅰ・Ⅱ」に生活の中で用いら

れている電気、運動とエネルギー。「化学Ⅰ・Ⅱ」に、化学反応、生活と物質。「生物Ⅰ・

Ⅱ」に、環境と生物の反応、遺伝情報、バイオテクノロジー。「地学Ⅰ・Ⅱ」に地球内部、

地球観測などが見つかった。創造性と直結する教科でもあり、地歴・公民科と同様に指導

の工夫次第で広範な知財教育実施の可能性が期待できる。 
保健体育では、「体育」に、創作ダンス、トレーニング方法。「保健」に、健康や社会生

活、環境と食品が見つかった。 
芸術では、「音楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に、音楽の活動と音楽を愛する心を育てる、創作活動、演

奏。「美術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に、鑑賞、表現の工夫、デザイン。「工芸Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に、鑑賞、

制作、独創性の発想。「書道Ⅰ」に表現がある。書道Ⅱ・Ⅲでは知的財産教育に整合性のあ
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る箇所は見られなかった。 
外国語では、「オーラル・コミュニケーションⅠ」に、スピーチやプレゼンテーションの

言語活動。「英語Ⅰ・Ⅱ」に読むことや総合的な言語活動。「リーディング」に文書のポイ

ントや段落構成や展開などがある。「オーラル・コミュニケーションⅡ」「ライティング」

では知的財産教育に整合性のある箇所は見られなかった。 
家庭では、「家庭基礎」に、家族・福祉、消費者行動と環境。「家庭総合」に、子どもの

発達、高齢者介護、食生活、衣生活、住生活、文化の伝承と創造。「生活技術」に科学技術

の進展と家庭生活、住生活とインテリアなどが見つかった。今回、中学校段階で家庭科の

検証授業を実施しているが、状況としては高等学校家庭科を対象にアップグレードした授

業が可能であると判断している。 
情報では、「情報Ａ」に、情報の収集と発信の問題点や著作権、情報の総合的な処理、情

報化が及ぼす影響や著作権の尊重。「情報Ｂ」に、情報の表し方・手順・工夫、情報化が及

ぼす影響や著作権の尊重。「情報Ｃ」に情報通信ネットワークの仕組み、プライバシーや著

作権の尊重などが見つかり、本教科も創造性を切り口とした知財教育や直接的な知財教育

を進める適合性が高い科目であると思われる。 
その他として、特別活動では、「学校行事」に、体験発表、学芸的行事、体験学習、勤労

生産･奉仕的活動。「ホームルーム活動」に、社会生活における役割自覚と自己責任。「総合

的な学習の時間」では、問題解決や探求活動、創造的に取り組む態度の育成、自己の在り

方生き方がある。 
高等学校学習指導要領では、基礎的な学力の定着にあわせて、自然認識や科学的認識、

創造力の育成、表現力向上、自分と他人の社会的関係など各教科科目が組み合わされ高等

学校生徒としてふさわしい教育が受けられる仕組みが教育課程として組まれるようにされ

ていると判断する。知的財産に関する分野は、直接的には公民分野で指導内容に知的所有

権保護が示されている。著作権については、公民で著作権保護、教科情報でも、科目Ａ・

Ｂ・Ｃともにプライバシーの保護とあわせて著作権保護について示されている。 
知的財産推進計画では、知的財産教育の体系的で順序化された教育が小学校段階から必

要であると指摘されている。今回の調査では、高等学校指導要領に見る限り、高校教育内

での体系化や小中学校からの順序化ができていないことも判明している。今後、知的財産

が関係する分野を総合的にとらえた知的財産教育を構築するために、更に調査研究を重ね

て各段階の学習指導要領における位置づけや今後の在り方を検討する必要があるだろう。 
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４－２ 各教科・科目における「知的財産教育」の教材化に関する調査票 
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